
   

四
月
七
日
、
横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場
新
規

採
用
社
員
三
十
八
人
の
研
修
が
千
枚
田

で
行
わ
れ
た
。 

 

こ
の
社
員
研
修
は
既
に
三
年
目
で
あ

り
、
恒
例
事
業
と
な
っ
た
。 

九
時
、
千
枚
田
入
り
口
で
保
存
会
や
お

助
け
隊
十
一
人
、
市
鳳
来
総
合
支
所
地
域

整
備
課
農
政
グ
ル
ー
プ
四
名
が
待
ち
受

け
る
な
か
班
長
さ
ん
等
を
含
め
た
総
勢

四
十
八
名
が
到
着
。
地
元
ス
タ
ッ
フ
の
簡

単
な
紹
介
を
行
い
、
研
修
を
開
始
し
た
。 

 

冒
頭
、
本
日
は
研
修
で
あ
る
。
今
か
ら

高
低
差
二
百
㍍
の
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
ま

で
自
然
豊
か
な
千
枚
田
を
紹
介
し
な
が

ら
登
る
。
全
員
規
律
あ
る
行
動
を
お
願
い

し
た
い
。
と
延
べ
、
千
枚
田
の
概
要
、
田

ん
ぼ
の
生
き
も
の
、
山
崩
れ
・
復
元
、
断

層(

地
殻
変
動)

、
十
王
堂
伝
説
、
太
古
は

設
楽
海
だ
っ
た
な
ど
、
ポ
イ
ン
ト
毎
で
一

息
付
き
な
が
ら
説
明
を
行
っ
た
。 

 

「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
に
到
着
、
十
分
間

の
休
憩
の
後
、
六
班
に
編
成
、
お
助
け
隊

の
指
揮
の
も
と
愛
知
県
ふ
る
さ
と
指
導

員
活
動
支
援
物
資
と
し
て
供
給
さ
れ
た

厚
鎌
や
唐
鍬
を
使
用
、
人
海
戦
術
で
広
場

の
草
取
り
、
草
刈
り
が
行
わ
れ
、
見
る
間

に
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。 

              

昼
食
、
な
か
な
か
届
か
な
い
弁
当
に
い

ら
い
ら
、
眼
下
に
見
え
る
県
道
を
登
る
車

ば
か
り
気
に
し
て
い
る
。
幸
い
に
、
地
元

で
食
後
の
お
や
つ
と
し
て
用
意
し
た
「
鬼

饅
頭
」(

愛
知
県
の
名
物)

を
提
供
。
皆
、

命
が
繋
が
っ
た
と
大
喜
び
の
一
幕
も
あ

っ
た
。 

 

そ
し
て
、
交
流
会
。 

 

ま
ず
、
地
元
を
代
表
し
て
小
山
泰
弘
保

存
会
長
と
市
農
政
グ
ル
ー
プ
平
賀
課
長

の
歓
迎
と
景
観

整
備
に
対
す
る

感
謝
の
言
葉
が

述
べ
ら
れ
た
。 

 

交
流
会
は
車

座
に
な
っ
た
各
班
に
地
元
ス
タ
ッ
フ
も

加
わ
り
、
松
下
誠
事
務
局
の
軽
快
な
司
会

で
楽
し
く
行
わ
れ
た
。 

 

各
班
の
交
流
会
の
内
容
を
集
約
す
る

と
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
で
、
地
元
に

次
い
で
九
州
が
多
い
よ
う
で
あ
っ
た
。 

・
沖
縄
の
新
社
員
は
「
婆
ち
ゃ
ん
は
男
は

一
度
、
大
和
へ
行
け
、
行
っ
て
成
功
し
て

錦
を
飾
れ
」
と
言
っ
た
。
沖
縄
県
民
の
多

く
が
大
和
へ
の
就
職
を
願
望
し
て
い
る
。 

・
班
長
談
、
仕
事
は
辛
い
、
で
も
、
お
金

に
な
る
。
我
慢
す
る
こ
と
で
幸
せ
な
家
庭

が
築
か
れ
る
。
途
中
リ
タ
イ
ア
は
毎
度
、   

 
 

一
年
生
だ
。 

・
目
標
と
ラ
イ
バ
ル
を
作
れ
。 

・
ス
ポ
ー
ツ
は
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
剣
道

な
ど
多
彩
で
あ
っ
た
。 

・
私
は
、
此
処
よ
り
よ
り
も
っ
と
山
奥
の

産
ま
れ
だ
、
こ
こ
へ
嫁
い
で
く
る
ま
で
田

ん
ぼ
な
ん
か
知
ら
な
か
っ
た
が
、
今
で
は

百
姓
仕
事
が
何
で
も
出
来
る
よ
う
に
な

っ
た
。
何
で
も
慣
れ
れ
ば
出
来
る
よ
う
に

な
る
し
、
苦
に
な
ら
な
い
。
住
め
ば
都
で

此
処
が
良
く
み
え
る
。 

･

こ
の
研
修
で
三
人
は
確
実
に
花
粉
症
の

仲
間
入
り
を
し
た
模
様
。 

 

二
時
二
十
分
、
交
流
会
を
終
了
。
再
び

お
助
け
隊
・
保
存
会
を
交
え
、
散
策
道
や

ボ
ッ
ト
リ
、
四
阿
、
水
車
周
辺
の
草
取
り

を
し
な
が
ら
千
枚
田
入
り
口
に
到
着
。 

 

一
同
、
班
列
体
制
で
横
浜
ゴ
ム
藤
沢
課

長
か
ら
地
元
ス
タ
ッ
フ
に
お
礼
の
言
葉

が
あ
っ
た
。
最
後
は
、
お
助
け
隊
リ
ー
ダ

林 

義
明
の
「
締
め
」
で
前
途
あ
る
新
社

員
を
温
か
く
見
送
っ
た
。 

                 

地
元
ス
タ
ッ
フ 

「
お
助
け
隊
」
林 

義
明
、
原
田
佳
治
、

松
下 

誠 

「
保
存
会
」
小
山
泰
弘
、
今

泉
雅
男
、
夏
目
広
一
、
小
山 

衛 

、
丸
地

光
代
、
小
山
志
お
子
、
小
山
こ
は
る
、(

舜) 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 
 

 

 第 68 号  

花
ご
ろ
も 

ひ
と
美
し
き 

茶
席
か
な 

四
谷 

小
山
志
ず
子 

 

 

横
浜
ゴ
ム
新
入
社
員
研
修 



ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生 

 
桜
満
開
の
四
月
六
日
、
連
谷
小
学
校
の

入
学
式
・
始
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

昨
年
は
全
校
生
徒
九
名
と
も
男
子
児

童
で
し
た
が
、
今
年
の
新
一
年
生
は
小
山

栞
苗
ち
ゃ
ん
と
原
田
安
奈
ち
ゃ
ん
の
二

人
で
、
誕
生
日
は
一
日
違
い
の
と
て
も
思

い
や
り
の
あ
る
可
愛
い
女
の
子
で
す
。 

 

《
連
谷
小
学
校
の
児
童
数 
十
一
名
》 

                 

お
花
見
会
と
雛
祭
り 

 

三
月
二
十
九
日
、
連
谷
交
流
館
で
は
恒

例
と
な
っ
た
お
花
見
会
と
旧
暦
三
月
三

日
に
因
ん
で
土
雛
祭
り
を
行
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
催
し
は
真
菰
の
丸
地
さ
ん
夫
婦

が
発
起
人
で
地
域
の
お
年
寄
り
を
交
え

た
親
睦
を
目
的
に
賛
同
者
の
協
力
を
得

て
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

当
日
は
会
費
制
で
、
参
加
し
た
皆
さ
ん

に
手
作
り
の
ち
ら
し
寿
司
が
振
る
舞
わ

れ
た
後
、
和
服
姿
も
ま
ぶ
し
い
「
結
構
な

お
手
前
」
に
春
侯
の
華
の
宴
に
し
ば
し
の

泡
沫
を
感
じ
た
。 

                    

「
午
さ
ん
交
流
会
」
を
終
え
て 

 

四
月
三
日
、
東
三
河
懇
話
会
主
催
の

「
午
さ
ん
交
流
会
」
に
ゲ
ス
ト
と
し
て
小

山
舜
二
が
招
か
れ
『
四
谷
の
千
枚
田
今
を

振
り
返
っ
て
』
と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。 

壇
上
か
ら
み
る
方
々
は
東
三
河
を
代
表

す
る
ト
ッ
プ
の
方
々
で
、
一
瞬
、
そ
の
場

か
ら
逃
げ
帰
り
た
い
衝
動
に
か
ら
れ
た
。

が
、
同
時
に
「
四
谷
の
千
枚
田
」
を
皆
さ

ん
に
知
っ
て
も
ら
う
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

と
判
断
、
熱
く
語
っ
た
。
講
演
終
了
後
に

多
く
の
方
々
か
ら
名
刺
を
頂
戴
、
千
枚
田

の
継
承
、
保
全
活
動
を
励
ま
さ
れ
た
。 

 

棚
田
ビ
オ
ト
ー
プ 

 

先
月
二
十
二
日
、
坂
折
棚
田
「
な
ご
み

の
家
」
に
お
い
て
小
山
舜
二
は
「
田
ん
ぼ

の
生
き
物
」
を
題
材
に
講
演
を
行
っ
た
。 

 

こ
の
講
演
で
、
棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

長
の
中
島
先
生
や
高
野
事
務
局
長
、
相
田

先
生
、
坂
折
棚
田
保
存
会
田
口
理
事
長
、

柘
植
市
会
議
員
、
地
元
耕
作
者
な
ど
大
勢

が
棚
田
が
も
つ
機
能
、
生
物
多
様
性
に
大

き
な
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
い
た
。 

《
近
況
》 

 

岐
阜
県
恵
那
市
「
坂
折
棚
田
」
は
昨
年

末
「
文
化
的
景
観
」
指
定
を
前
提
に
市
を

挙
げ
て
Ｎ
ＰΟ

法
人
恵
那
市
坂
折
棚
田
保

存
会
と
名
称
を
改
め
、
数
々
の
調
査
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
棚
田
耕
作
者
は
勿
論
、

市
民
、
行
政
等
の
文
化
的
景
観
へ
の
取
り

組
み
に
熱
意
を
感
じ
た
。 

 

そ
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
恵
那
市
教

育
委
員
会
は
毎
月
一
回
「
文
化
的
景
観
調

査
だ
よ
り
」(
現
在
４
号)

を
発
行
、
市
民

及
び
関
係
機
関
に
巾
広
い
関
心
を
高
め

て
い
る
。 

春
の
特
別
展 

「
ふ
る
さ
と
の
棚
田
と
湿
原
を
ま
も
る
」 

期
間
：
四
月
二
十
九
日
～
六
月
二
十
九
日  

場
所
：
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館 

℡
３
５
―

１
０
０
１ 

入
館
料
：
大
人
二
百
十
円 

子
供
百
円 

内
容
：
作
手
高
原
の
湿
地
群
、
四
谷
の
千

枚
田
に
代
表
さ
れ
る
棚
田
な
ど
、
郷
土
に

誇
る
べ
き
自
然
や
景
観
の
現
状
と
保
全

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。 

長
篠
合
戦 

の
ぼ
り
ま
つ
り 

長
篠
城
主
奥
平
貞
昌
は
武
田
勝
頼
の

攻
囲
を
受
け
、
籠
城
し
沢
の
タ
ニ
シ
で
飢

え
を
し
の
ぎ
落
城
は
免
れ
た
。
奥
平
貞
昌

は
助
け
て
も
ら
っ
た
感
謝
の
意
か
ら
タ

ニ
シ
を
神
殿
に
奉
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

長
篠
合
戦
の
ぼ
り
ま
つ
り(

五
月
五

日)

に
は
毎
年
、
四
谷
の
千
枚
田
の
タ
ニ

シ
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。 

田
植
え
頃 

 
 

・
印
し
は
田
植
え 

 

千
枚
田
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に

代
掻
き
、
田
植
え
が
始
ま
り
ま
す
。
ふ
れ

あ
い
広
場
か
ら
見
下
ろ
す
「
千
枚
の
水

鏡
」
は
五
月
二
十
日
前
後
と
な
り
ま
す
。 

・
Ｊ
Ａ
愛
知
東
こ
ど
も
農
学
校 

五
月
六
日 

・
豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学
校
五
月
十
四
日 

・
三
河
の
山
里
ツ
ー
リ
ズ
ム
五
月
十
六
日 

・
連
谷
小
学
校 

 
 
 

五
月
二
十
二
日 

 
 

行 
 

平
成
二
十
一
年
四
月
十
五
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平
成
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一
年
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千
枚
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